
～同志社大学の学生さんとも一緒の冒険！～
雪洞やかまくら造り、かんじきをはいてのスノーハイク、ネイチャ
ースキーなど、大自然の中で、学部・学年を超えた
交流をしてみませんか？

学生ボランティア
  情報交換会

学生教育ボランティアとして小・中学校で活動中の
みなさん大集合！ 

今後活動してみたいという方々、
ボランティアって何をしたら良いの？と思っている方も

是非ご参加ください！

日　時 2005年12月14日（水）　13：20～14：50（90分）
会　場 多摩キャンパス　7103号室
対　象 ボランティアに関心のある本学学生
内　容 学生教育ボランテｨアとして小･中学校で活動中の学生同士の情報交換、
 学生ボランティア団体による活動報告・意見交換　を行う予定です。
参加費 無　料　　　※　事前申込不要　　（当日、直接会場へお越しください）
問合先 多摩キャンパス　　学生課　　　　　　　　　� 0426-74-3471　　
 後楽園キャンパス　理工学部学生生活課　　　� 03-3817-1716 

災害救援ボランティア講座を実施しました！
中央大学学生部

2005年 7月29日（金），30日（土），31日（日）の3日間
「災害救援ボランティア講座」を実施しました。

（主催：学生部　協力団体：災害救援ボランティア推進委員会　後援：総務省消防庁・ＮＨＫ）

62名の学生が、実践的な防災の基礎知識と応急手当を学ぶために真剣に取り組みました。講座
の修了者には、災害救援ボランティア推進委員会より「セーフティリーダー認定証」が、東京
消防庁より「上級救命技能認定証」が、それぞれ交付されました。
内　容 １日目　応急手当活動（東京消防庁による上級救命講習）
　　　　２日目　立川防災館にて災害模擬体験と実技（消火訓練･地震体験･煙体験）
　　　　３日目　災害・防災について（講義等）、認定証授与

　災害時は、みな、焦り、慌てると思うので、
誰かの適切な指示が必要だと思います。そんな
時に、誰かに頼るのではなく、まず自分がリー
ダーとなる心意気でいようと思います。

（文学部３年女子）

　災害はいつ起こるか分からないから、心の準
備・身体の準備・食料の準備などできるだけの
ことをしておきたいです。この講座を若い人に
もっと受けてもらいたいと感じました。災害の
時には、きっと若い人の体力・気力が助けにな

災害救援ボランティア講座　受講者の感想
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るだろうから。 （商学部１年男子）

　自らのできる範囲内で人の役に立とうという
気持ちが災害救援ボランティアにとって大切だ
と思います。（法学部１年女子・経済学部１年
男子・文学部２年男子）

　震度７の地震体験や消火器を使っての消火訓
練など日頃体験できないようなことまで盛り込
まれていて、自分にとって充実した３日間でし
た。
　実際に火事に遭遇した場合、消火器を一度で
も使ったことがあれば、だいぶ違うと思います。
最も重要なことは実際に体験することだと思い
ます。（法学部２年女子・経済学部３年男子・
文学部３年女子）

　講座運営者が皆、意欲的に親切に接してくれ
た事が、「今回学んだ内容は決して無駄ではな
い」ということを保証してくれているようで、
受講を選択したことに非常に満足しています。

（法学部２年男子）

　被災地で「生命」の次に心配するのは、「今
後の生活」だと思います。
　将来弁護士になりたいと思うので、法律知識
を有したセーフティーリーダーがいれば市民は
安心できるのではないかと考えています。

（法学部３年女子）

　自分が被災者になったらどうすればよいか、
ボランティアをする上で何ができるかという事
は、いつかは絶対に必要になる知識です。皆が
受講するべきじゃないかと思います。

（商学部１年女子）

　近々、カンボジアへボランティア活動に行く
ので応急手当を学ぶため参加しました。
　将来、東南アジア、アフリカ、中南米等の発
展に携わる仕
事に就きたい
と思っていま
す。衛生面や
教育面での国
の福祉が行き
届いていない
発展途上国で、
根本治療のた
めに国の憲法
を作ったり、
法律を整備し
たりすること
に尽力したい
と思っていま
すが、直接人々と触れ合うことが少なくても、
こういった目標を持つ者として災害救助の基礎
知識や基礎理念は学んでおくべきだと思います。
　今回学んだ知識を周囲に広めて、救命の輪の
一端を担えたらと思っています。

（法学部３年女子）

　プールでライフガードのアルバイトをしてい
るので、実際に心肺蘇生を行うには、今回の講
座だけでなく、もっと完全な知識を習得すべき
だと感じました。 （法学部３年男子）

　山岳系のサークルに所属しており、中越地震
の際に、サークルからも何名かボランティア活
動に参加していたが、ボランティアの知識が少
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上級救命講習会（学生部主催）　
後楽園キャンパスにて９月20日に実施しました！

中央大学学生部

知っていることが大事
法学部法律学科２年　木立　結花

　私が上級救命講習会へ参加を決めたのは、講
習が気になり始めた頃は夏休みの予定が殆ど無
かったし、折角の時間的余裕を使って何かした
かったというだけの理由からです。しかしそも
そもこの講習が気になったのは、私の通ってい
た中学校で生徒が一人、部活動中急に倒れて亡
くなったからかも知れません。ずっと心に残っ
ていた、「突然命が失われる場合がある。それ
は身近に起こり得ることなのだ。」という実感
が、私の目を受講者募集の掲示に留めさせたの
でしょう。
　後楽園キャンパスで９月20日、約七時間かけ
て心肺蘇生法や止血法、AEDという安全に電気
ショックが行える医療機器の使用法などを教わ
りました。
　心肺停止や呼吸停止に陥ると、それから数分
間の処置で生存率が大きく変わるため、救急車
の到着まで救命の鎖を繋ぐ一般の人の対応は非
常に重要なのだと聞いて、気持ちが引き締まり
ました。実際に傷病者を前にしたらやはり動揺

するでしょうが、その時は今回の体験が少しの
勇気と冷静さを与えてくれると思います。適切
な処置を正確に施す自信はとても持てませんが、
一度でも実践したことがある、どうすれば良い
のか知っているということは、気持ちの面でも
技術的な面でも確かな差を生むと思います。
　関東地方は今、いつ大地震が来てもおかしく
ないと言われていますが、皆さんは地震が来た
時のための準備をしていますか？講習の中で講
師の方が仰っていたのですが、実際地震が起き
た時、助かった傷病者の内救急隊などに救命さ
れたのはたったの三割で、残りは一般の人に助
けられたそうです。たった一日の講習でも、そ
うした助け合いが必要な場面では大いに役立
つと思います。学校に受講費の半分以上を負担
して貰えて（私は自己負担千円で済みました）、
一定の技能を修得すれば、三年間有効の認定証
が交付されるのも魅力です。機会がありました
ら、是非受講されることをお勧めします。

なく苦労していました。今後は、この講座で身
に付けたことを活用し、有事に備えたいと思い
ます。 （法学部３年男子）
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